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研究要旨 

大阪大学医学部附属病院に通院中の 23例の発作性夜間ヘモグロビン尿症（PNH）患者に対する COVID-

19ワクチン接種の影響を検討した。これまでの報告のような重度の溶血発作を呈する症例は確認され

なかった。COVID-19ワクチン接種により、解析された 8例全例で、十分な抗体価の上昇が確認された。

COVID-19感染症に罹患した 2例は、重症化することなく軽快した。以上より、PNH患者への COVID-19

ワクチン接種のベネフィットは、リスクを十分に上回り、推奨に値する。 

 

Ａ．研究目的 

PNH は、PIGA を含む GPIアンカー合成に関わる遺

伝子に変異を持った造血幹細胞がクロ−ン性に拡

大した結果、補体介在性血管内溶血を主徴とする

造血幹細胞疾患である。血管内溶血とヘモグロビ

ン尿、血栓症、骨髄不全を３大症状とする。PNHに

対する COVID-19ワクチンは、重度の溶血を誘発す

るとの報告を受けて（Blood,137,3670,2021）、日本

血液学会は、PNH患者にワクチン接種した際の、注

意喚起を発した。そこで、大阪大学医学部附属病院

に通院中の 23 例の発作性夜間ヘモグロビン尿症

（PNH）患者に対する COVID-19 ワクチン接種の影

響を検討した。 

 

Ｂ．研究方法 

2021年 4月から 2021年 12月まで大阪大学病院に

通院した合計 23人の PNH患者が研究された（表 1）。

問診と定期的な血液検査により、ワクチン接種の

安全性が評価された。ワクチン接種 1 か月後の患

者血清を用いて、自動化学発光イムノアッセイ法

により、SARS-Cov2中和抗体を測定した。 

（倫理面への配慮） 

本研究については、大阪大学において倫理審

査委員会の承認を経て、すべての患者から解析

前に書面によるインフォームドコンセントを

取得している。 

 

Ｃ．研究結果 

有意なLDH値の増加を伴うブレークスルー溶血や

治療介入が必要なブレークスルー溶血は認めなか

った（図 1、表 2）。ワクチン接種後、褐色尿を 1名

に認め、Hb1g/dL 以上低下の貧血を 4例(補体阻害

薬未治療 2例)に認めるのみであった。ワクチン接

種前後で解析可能であった 8 例について中和抗体

を測定したところ、全例で有意な抗体価の上昇を

確認した（表 3）。観察期間中に 2 例（2 例とも補

体阻害薬投与中、1 例は抗体価の上昇確認済）が

COVID-19 感染症に罹患したが、重症化することな

く軽快した。 
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Ｄ．考察 

大阪大学医学部附属病院に通院中の 23 例の PNH

患者においては、これまでの報告のような重度の

溶血発作を呈する症例は確認されなかった。

COVID-19 ワクチン接種により、PNH 患者において

も、解析された 8例全例で、十分な抗体価が確認さ

れた。COVID-19 感染症に罹患した 2 例は、重症化

することなく軽快した。補体阻害薬未治療例 7 例

において、有意な LDH 値の増加を伴う溶血は認め

なかったが、ベースラインの LDH 値がそれ程高く

ないことが影響している可能性がある。 

 

Ｅ．結論 

PNH 患者への COVID-19 ワクチン接種のベネフィ

ット（効果）は、リスク（副作用）を十分に上回り、

推奨に値する。補体阻害薬未治療例に対する

COVID-19 ワクチン接種については、細心の注意が

必要である。 
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 1. 特許取得 

該当なし 
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2. 実用新案登録 

該当なし 

 

3.その他 

該当なし 


